
 

 

 

 

 

                         市田小ＨＰ→    
 

“想像すること””感じる心“を大事に 

                                     校長  森 洋子 

 １月の全校朝会で、「人は、使ったところが強くなる」という話をしました。体だけでなく、頭も、そし

て心も同じです。「できるようになりたいと思って努力したこと、うまくいかなかった経験、泣くほど悔し

かった思い・・・それら全部が、子どもたちの力になり、心を強くするのです」とお話ししました。 

寒い体育館でしたが、子どもたちは真剣に話を聞き後期後半の頼もしいスタートを切ることができました。 

さて、今、高校生のいじめに関わる動画が SNS で発信され、大きな社会問題となっています。画面越し

の出来事ではありますが、その向こうには、傷ついた心や、関わった人の取り返しのつかない後悔がある

事。撮った動画を面白半分に拡散し、２次被害を生んでいる事を、私たちは想像できているでしょうか。 

見ている人、撮っている人、広める人・・・その一つ一つの行動の先に、どんな気持ちの人がいるのかを“想

像する力”が、今、強く求められています。 

R7 年 11月に実施した「４つの実践と３減運動」に関するアンケートでは、 

【児童】帰宅後、ゲーム・テレビ・携帯・PCを１時間以上使用している……R7 70％（R6  65％） 

【保護者】テレビ・ゲーム・スマートフォンに触れる時間を意図的に減らしている…… R7  75％（R6 65％）と 

いう結果でした。 

子供達の使用時間は確実に増加、保護者の方の時間を減らす努力も増加していることが分かり

ます。この保護者の方の働きかけがなかったら…と考えると、子供たちの生活を大人が見守り、

声をかける事の大切さに気付くことができます。保護者の方々の日々の働きかけに、大変

感謝しています。ありがとうございます。 

インターネットや SNS は、正しく使えば、世界を広げてくれる素晴らしい道具です。しかし

その一方で、知らず知らずのうちに、考える時間や、人の気持ちを想像する機会を奪ってしまうこともあり

ます。静かに考える時間、大切な人と話す時間、じっくり本を読む時間・・・それらは、心を育て、想像する

力の土台となるものです。やらねばならぬ宿題を後回しにさせ、身の回りの大事な人との話す時間が削られ、

真剣に、静かに考えるチャンスを時に奪い、読書の穏やかな楽しみを忘れさせてしまう。そして、宿題をす

る・鉛筆を削る・時間割を整える・１日がんばり、疲れて眠る。。。と言った小学生には一番大事な事が、おろそかに

なる。そんな事はないでしょうか。道具を忘れてばかりいると「人に頼るくせ」がついてしまう。小さい頃

は周りの人の支えでできていた、当たり前の習慣が崩れると、なかなか前には進めない、そう思っています。

こうした小学生としての身に付けたい大事な生活の積み重ねが、市田の目指す“自分で考え、判断する力（自

律する力）”を育てます。 

あと２か月で進級です。４月に立てた目標、なりたかった自分に近づけているでしょうか。今一度思い出

し、「家での約束」を見直してみてください。身近な大人との約束は、子どもたちの心を守る大切なブレーキです。

保護者の方と、ぜひ言葉にして確認していただければと思います。 

学校では、学力・体力・生活の三つの側面から、進級への準備を整えていきます。 

市田小学校では、収穫や調理活動、温かな給食、縦割りや清掃、日々の学習と生活を通して、「感じる心」

を育てる場面を大切にしています。タブレットを適切に使いながらも、実際に見て、聞いて、触れて、話し

合う経験を重ねていきます。また、けんかやもめごとがあった時、「で、これからどうする？」と考えさせ、

単純な「ごめんね」「いいよ」で終わらせない生徒指導を心がけています。うまくいかないことがあっても、

仲間の存在に支えられ、粘り強く挑戦する。その積み重ねが、他者の痛みを想像し、自分の行動を振り返る

力につながります。そんな意識を教職員一同改めて見直し、子どもたち一人一人の「想像する力」と「感じ

る心」を耕す２月にしていきたいと考えています。 

市田小ＨＰ http://www.ichida.ed.jp/ 

 

花と笑顔とあいさつ 「ありがとう」いっぱいの学校 

令和８年１月２６日発行 

熊谷市立市田小学校 
 学校だより ２月号 

 市田っ子 

学校教育目標  いき生きと学び ちからいっぱい活動し だれとでも仲良く 

 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

一筆入魂 ～書きぞめ制作会～ 

1 月 9 日（金）に書きぞめ制作会を行いまし

た。日本の伝統文化である「書きぞめ」。１・２年

生はフェルトペンで、３～６年生は毛筆で書きま

した。子供たちは一生懸命に書きました。力作ぞ

ろいです。校内書きぞめ展でご来校いただきまし

た保護者の皆様ありがとうございました。 

2026 年の幕開け ～新たな気持ちでがんばりましょう！～ 

1月８日（木）に久しぶりに子どもたちが市田小学校に戻ってきました。2週間近い冬休みでした

が、みんな元気で先生たちも安心しました。全校朝会では、校長先生から持てる力を出し切れる 1

年にしましょうというお話をしていただきました。朝会の聞く姿勢はとても立派な態度でした。 

教室では、先生といっしょに冬休みのことは今年 1 年どのようにしていくのか話し合っていまし

た。今の学年もあと3ヶ月です。学年の積み残しがないようにがんばっていきましょう。 

3 年生社会科見学 

 
1月16日（金）に3年生はベルク見学にいき

ました。お店では普段見ることができないバック

ヤードや倉庫を見ることができました。また、た

くさん商品を売るためにどのような工夫をして

いるのかを副店長さんから聞いて驚きました。見

学に協力していただきありがとうございました。 

５・６年生学力テスト 

  １月１５日（木）５・６年生は市内の学力テ

ストを受けました。５・６年生はこの日のために

冬休み前から頑張って問題をたくさん解いてきま

した。テストを振り返って問題ができた実感をも

つことができました。 


